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政治・国際・人文 Ｃ2－2024



 

  

政治学、行政学、憲法、国際関係Ａ、国際関係Ｂ、国際法、公共政策Ａ、公共政策ＢはコースＡ

のの問題です。 

コースＡを選択した場合は、これらの問題から、任意の２題を選択して解答してください。 



 政治学  

 

非民主主義国家を指す名称にはどのようなものがあるだろうか。全体主義、独裁、専制、あるいは王

制といった名称が思い浮かぶかもしれない。ナチス・ドイツやスターリン体制下のソ連を総称して全

体主義と呼ぶこともあるが、非民主主義国家の全てがこうした極端な形態をとるわけではない。現実

に存在する様々な非民主主義体制をより包括的に捉えるために今日しばしば用いられるのは、権威主

義という概念である。権威主義の定義は必ずしも定まっていないが、フランツは、「権威主義体制と民

主主義体制とを分ける際立った要因は、政府が自由で公正な選挙で選ばれるか否かである」としてい

る (エリカ・フランツ『権威主義』)。 

冷戦の終結後、1990 年代には、旧共産圏の多くの国が民主化の道を歩むかに見えた。2011 年にチ

ュニジアにおいて独裁政権が打倒されたことに端を発し、エジプトなど中東・北アフリカ諸国におい

ても民主化の波が広がった。しかし、現在、こうした諸国の中には、再び権威主義的傾向を強めつつあ

る事例も少なくない。 

 現代においては、権威主義体制と民主主義体制のいわば中間に位置するかに見える形態も存在する。

部分的には民主的な制度を備えながら、あるいは民主的であるという外観を示しながら、実質的には

独裁政治が行われている事例などがそれである。こうした体制を競争(競合)的権威主義や選挙権威主

義といった名称で呼ぶこともある。 

権威主義体制とはいかなるものかを深く理解することは、民主主義体制がいかなる条件によって維

持されているかを確認することにもつながると言えよう。 

以下の設問(1)、(2)に答えなさい。 

 

(1) 20 世紀以降の権威主義体制の国の中から二つを選び、それらの特徴を示すことで、権威主義体制

と民主主義体制とを分かつ制度的要件にはいかなるものがあるか論じなさい。 

 

(2) ある体制が民主主義的要素を後退させ、権威主義的傾向を強めることになるきっかけや要因とし

て考えられるものについて、具体例を挙げつつ論じなさい。 

 



 

 行政学  

 

 政策の立案・実施を含む行政活動は、国民から徴収した税をはじめとする財源に支えられている。そ

のため、政府が立案・実施した政策や各種行政活動が、その原資となる財源に見合う結果や成果をもた

らしたのかを自ら点検し、評価することは、政府が国民に対する説明責任を果たす上で極めて重要で

ある。このような政策・行政の成果等を点検・評価する活動は、我が国を含む各国において幅広く展開

されている。 

以下の設問(1)、(2)に答えなさい。 

 

(1) 政策・行政の成果等を点検・評価するに際して、そのよって立つ基準については、様々なものが

考えられる。先進諸国では、特に 1980 年代以降、政策・行政の成果等を点検・評価する上で重視

されるようになった基準が複数存在することが指摘されている。これらの基準の内容について、そ

れらが重視されるに至った背景や行政学における理論の動向に言及しながら、説明しなさい。 

 

(2) 我が国には、国と地方公共団体の双方において、政策・行政の成果等を点検・評価するための制

度が存在する。このうち、国で実施されている複数の具体的な制度の中から任意の二つを取り上げ、

それらを比較しながら、各々の特徴と課題について論じなさい。 

 

 



 憲法  

 

 次の架空の事例について、以下の設問に答えなさい。 

 

［事例］ 

 一部のペット販売業者が、健康な育成にとって不適切な環境下で飼育された動物を消費者に販売するこ

とで、消費者の利益を害するおそれがあるとともに、動物愛護の気風に悪影響を与えるおそれがあること

に鑑み、国は令和 X 年、「動物の愛護及び管理に関する法律」（以下「法」という。）を改正して、ペット

販売業者に対する新たな規制を導入した。 

従前は、動物の販売・保管等を業として行う者として登録を受けた「第一種動物取扱業者」のうち、犬、

猫その他の環境省令で定める動物（以下「犬猫等」という。）の販売を業として営む者が犬猫等を販売す

る場合には、犬猫等を購入しようとする者に対して、あらかじめその事業所において、その犬猫等の現在

の状態を直接見せるとともに、原則として対面により書面等を用いて適正な飼養又は保管のために必要な

情報を提供しなければならない旨が定められていた（法第 21 条の 4）。今次の改正法は、これに加えて、

犬猫等の健康状態や飼育環境に関する知識等、獣医師に準ずる高度な専門的知見及び技能を持つ者が犬猫

等を販売する事業所において確保されるようにするために、愛玩動物管理士という資格を新たに設け、第

一種動物取扱業者で犬猫等の販売を業として営む者に対して、その事業所に愛玩動物管理士を常駐させ、

これに上記の書面等による情報提供を行わせることを義務付けた（以下「本件規制」という。）。なお、本

件規制の適用に当たっては、経過措置として1年間の猶予期間が定められた。 

 個人でペットショップを営む高齢のＡは、本件規制により、自分のような個人の零細な販売業者にとっ

ては、新たな資格を取得するためにペットショップの存続にも関わる過剰な負担が生じ得るし、そうでな

くても犬猫等の販売業者一般に不合理な負担が発生すると考え、本当に本件規制に従わなければいけない

のか、旧友の弁護士に相談した。その弁護士は、憲法第 22 条第 1 項との関係で本件規制の憲法適合性が

問題となり得る旨を指摘した。 

 

［設問］ 

 本件規制の憲法適合性について、本件規制を合憲と考える側の論拠及び違憲と考える側の論拠の双方に

ついて適切に言及し、また、必要に応じて判例・学説にも言及しながら、具体的に論じなさい。 

 

（参考） 

○ 憲法 

第 22条 何人も、公共の福祉に反しない限り、居住、移転及び職業選択の自由を有する。 

2 （略） 

 



○ 動物の愛護及び管理に関する法律（令和X年の改正前） 

 （目的） 

第 1 条 この法律は、動物の虐待及び遺棄の防止、動物の適正な取扱いその他動物の健康及び安全の保持等の動物の

愛護に関する事項を定めて国民の間に動物を愛護する気風を招来し、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵
かん
養に資す

るとともに、動物の管理に関する事項を定めて動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害並びに生活環境の

保全上の支障を防止し、もつて人と動物の共生する社会の実現を図ることを目的とする。 

 （基本原則） 

第 2 条 動物が命あるものであることにかんがみ、何人も、動物をみだりに殺し、傷つけ、又は苦しめることのない

ようにするのみでなく、人と動物の共生に配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取り扱うようにしなければなら

ない。 

２ 何人も、動物を取り扱う場合には、その飼養又は保管の目的の達成に支障を及ぼさない範囲で、適切な給餌及び

給水、必要な健康の管理並びにその動物の種類、習性等を考慮した飼養又は保管を行うための環境の確保を行わな

ければならない。 

 （第一種動物取扱業の登録） 

第 10 条 動物（哺乳類、鳥類又は爬
は
虫類に属するものに限り、畜産農業に係るもの及び試験研究用又は生物学的製剤

の製造の用その他政令で定める用途に供するために飼養し、又は保管しているものを除く。以下この節から第 4 節

までにおいて同じ。）の取扱業（動物の販売（その取次ぎ又は代理を含む。次項及び第 21 条の 4 において同じ。）、

保管、貸出し、訓練、展示（動物との触れ合いの機会の提供を含む。第 22 条の 5 を除き、以下同じ。）その他政令で

定める取扱いを業として行うことをいう。以下この節（中略）において「第一種動物取扱業」という。）を営もうと

する者は、当該業を営もうとする事業所の所在地を管轄する都道府県知事（中略）の登録を受けなければならない。 

２ （略） 

３ 第 1 項の登録の申請をする者は、犬猫等販売業（犬猫等（犬又は猫その他環境省令で定める動物をいう。以下同

じ。）の販売を業として行うことをいう。以下同じ。）を営もうとする場合には、前項各号に掲げる事項のほか、同

項の申請書に次に掲げる事項を併せて記載しなければならない。 

一 販売の用に供する犬猫等の繁殖を行うかどうかの別 

二 販売の用に供する幼齢の犬猫等（繁殖を併せて行う場合にあつては、幼齢の犬猫等及び繁殖の用に供し、又は

供する目的で飼養する犬猫等。（中略））の健康及び安全を保持するための体制の整備、販売の用に供することが

困難となつた犬猫等の取扱いその他環境省令で定める事項に関する計画（以下略） 

（販売に際しての情報提供の方法等） 

第 21 条の 4 第一種動物取扱業者のうち犬、猫その他の環境省令で定める動物の販売を業として営む者は、当該動物

を販売する場合には、あらかじめ、当該動物を購入しようとする者（第一種動物取扱業者を除く。）に対し、その事

業所において、当該販売に係る動物の現在の状態を直接見せるとともに、対面（対面によることが困難な場合とし

て環境省令で定める場合には、対面に相当する方法として環境省令で定めるものを含む。）により書面又は電磁的記

録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によつては認識することができない方式で作られる記録であつて、電

子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。）を用いて当該動物の飼養又は保管の方法、生年月日、当該動

物に係る繁殖を行つた者の氏名その他の適正な飼養又は保管のために必要な情報として環境省令で定めるものを提

供しなければならない。  



 国際関係A  

 

21 世紀を迎えた国際関係においても様々な脅威が存在し、「安全保障」に関しては、それに関わる

課題として様々な研究が行われるとともに、この概念も変容してきた歴史がある。 

そこで、①20 世紀の二つの世界大戦を経て、「戦争の違法化」との関係で整備されてきた「安全保

障」概念、並びに②冷戦終結以降の歴史文脈における脅威認識の変容に伴って現れた「安全保障」概念

に関して、それぞれの概念の内容について説明した上で、①の概念についてはその運用の変容や課題

を、②の概念についてはこれに対する評価や課題を論じなさい。 
 

 



 国際関係 B 

次の英文は、戦後アジア・太平洋の国際関係を専門とする研究者による著作の一部である（一部省略

又は変更している箇所がある。）。 

この英文の論点について、本文中で使用される用語を用いながら説明しなさい。その上で、冷戦期の

アジア・太平洋における日米中関係の史的展開について、その基本構図と変容に言及しつつ、論じなさ

い。

The post-World War II settlements combined with the Cold War, which grew out of them, set 

the framework for the economic and political divide between the Western and communist world 

orders for the following 45 years, until the sudden and unexpected end of the Cold War in 1989-

91. Unlike the lead-up to the end of the Second World War, there was no preparation, let alone

planning, for the aftermath of the Cold War. For example, the liberal economic order (of the non-

communist world) and its key international institutions, such as the World Bank and the 

International Monetary Fund, emerged from the discussions and negotiations from 1942 to 1944, 

which were concluded at Bretton Woods in the US, even before the actual end of the war. Hence 

that economic and financial order has been frequently called the ‘Bretton Woods System.’ By 

contrast, when President H.W. Bush first spoke of a ‘new world order’ in 1990, the first Gulf War 

was coming to an end, and Bush was expecting that the partnership he had recently formed with 

the Soviet leader, Gorbachev, would lead to a new era of “prosperity and harmony” based on 

“justice and the rule of law,” with no indication as to how that would be brought about. Despite 

the triumphalism displayed by the Clinton administration, which took over in January 1993, no 

preparations had been made for how its agenda of extending democracy and the free market 

was to be carried out.  

The Cold War was, at its core, a division between two rival camps led by the Soviet Union 

on the one side and the United States on the other. It began in Europe almost immediately at 

the end of the Second World War, extended to the Asia-Pacific in the late 1940s and early 1950s, 

before spreading to the rest of the world in the 1960s and 1970s, transforming the world order 

into a global bipolar system. At its heart in Europe, the Cold War consisted of two opposing 

military alliances. On the American side were democratic states, with liberal market-based 

economies, subject to the rule of law; and on the Soviet side, states were ruled by totalitarian 

communist parties under the control of the Soviet Union, with socialist command–style 

economies and an imposed communist-type ideology. A rigid military-supervised border kept the 

two sides separate in Europe. 

The main characteristics of the Cold War developed differently in the Asia-Pacific region in 

 
 
 
 
 

著作権の関係のため、掲載できません。 



the context of the Korean War (1950-53) as compared to Europe. Less was at stake for the two 

superpowers, the United States and the Soviet Union, in this region than in Europe, which may 

explain why the two major wars of the Cold War were fought in this region, while a ‘cold peace’ 

prevailed in Europe. The interactions between the advent of the Cold War and the 

anti-colonial movement were to shape the political economy of the region and beyond for several 

decades.  It was in the Cold War era that the rapid economic growth of Japan, followed 

by other states in the region, began to elevate the weight of the trans-Pacific economic 

interactions above those of the Atlantic, which had implications for longer-term changes in the 

balance of power in the region and beyond. 

 

 
 
 
 
 

著作権の関係のため、掲載できません。 



 国際法  

 

次の架空の事例について、以下の設問に答えなさい。 

 

［事例］ 

P島においては、19世紀以来、島全体を領域とするP国が成立していた。ところが、1940年代からの

内戦を経て、1950 年代初頭に、P 島の半分において「Q 国」政府が、残りの半分において「R 国」政府

が、それぞれ支配を確立し、現在に至っている。両「国」政府とも、P 島の全体が自「国」領であって、

自「国」こそが P 国の承継国家である、と主張している。世界各国は、1980 年代までは「Q 国」か「R

国」かのいずれかのみを国家として承認していたが、1990 年代から両方を国家として承認する国が増え、

1995 年には両国が同時に国際連合加盟を果たしている。しかし、A国は、「R国」のみを国家として承認

し、「Q国」を国家として承認しないことを明言している。もっとも、「Q国」及び「R国」の国連加盟を

承認した国連総会決議は、A国も出席する中、コンセンサスで採択されている。 

2020年に、A国において、私人Xと私人Yとが別々に「Q国」を相手取って不法行為損害賠償訴訟を

提起した。Xは、A国のα市において「Q国」の諜報機関に身柄を拘束され、「Q国」に強制連行された

後、脱出して A 国に帰国した、と主張した。Y は、A 国のβ市において身柄を拘束されたと主張する点

を除き、ほぼ同様の事実関係に基づく主張を行った。いずれの訴えについても、「Q 国」政府は主権免除

を理由に出廷しない旨表明した。 

α 市の第一審裁判所は、「Q 国」は国際法上の国家であるとして主権免除に関する慣習国際法規則の適

用を認め、さらに、本件身柄拘束と強制連行とはいずれも国家の主権的行為であるとして「Q 国」に免除

を認め、Xの訴えを退けた。Xは上訴したが、第二審裁判所も同様の判決を下した。Xは、A国の最上級

裁判所に上訴した。 

β 市の第一審裁判所も、α 市の第一審裁判所判決と同様の理由に基づき、Y の訴えを退けた。ところ

が、Y の上訴を受けて審理した第二審裁判所は、「Q 国」は A 国政府により国家として承認されていない

ため主権免除は享有せず、いずれにせよ、本件身柄拘束や強制連行は国家の主権的行為ではなく、さらに、

本件身柄拘束や強制連行につき主権免除を与えることは市民的及び政治的権利に関する国際規約第 14 条

に反するため認められないと述べ、「Q国」に損害賠償を命じた。「Q国」は、第二審裁判所判決まで手続

に参加していなかったが、この判決を受けて、主権免除を主張してA国の最上級裁判所に上訴した。 

A 国は、主権免除に関する法律を制定していない。A 国の裁判所は、慣習国際法及び条約の直接適用を

認める判例法を確立している。 

また、A国と「Q国」とのいずれも「国及びその財産の裁判権からの免除に関する国際連合条約」を批

准しているが、2024年4月現在、同条約は発効していない。A国は、「市民的及び政治的権利に関する国

際規約」の当事国である。 

 



［設問］ 

以下の（1）、（2）の主張が両事件の最上級裁判所でされたとする。それぞれの主張について、その妥当

性を論じなさい。 

 

(1) 「Q国」はA国政府により国家として承認されていないため主権免除を享有しない。 

 

(2) 仮に「Q 国」が A 国において主権免除を享有するとしても、本件身柄拘束及び強制連行については

「Q国」に主権免除を認めることができない。 

 

（参考） 

○ 国及びその財産の裁判権からの免除に関する国際連合条約（国連国家免除条約）（未発効） 

第８条 裁判所における裁判手続への参加の効果 

１ （略） 

２ いずれの国も、次の(a)又は(b)のことのみを目的として、裁判手続に参加し、又は他の措置をとる場

合には、他の国の裁判所による裁判権の行使について同意したものとは認められない。 

(a) 免除を援用すること。 

(b) （略） 

3・4 （略） 

第12条 身体の傷害及び財産の損傷 

 いずれの国も、人の死亡若しくは身体の傷害又は有体財産の損傷若しくは滅失が自国の責めに帰する

とされる作為又は不作為によって生じた場合において、当該作為又は不作為の全部又は一部が他の国の

領域内で行われ、かつ、当該作為又は不作為を行った者が当該作為又は不作為を行った時点において当

該他の国の領域内に所在していたときは、当該人の死亡若しくは身体の傷害又は有体財産の損傷若しく

は滅失に対する金銭によるてん補に関する裁判手続において、それについて管轄権を有する当該他の国

の裁判所の裁判権からの免除を援用することができない。ただし、関係国間で別段の合意をする場合は、

この限りでない。 

 

○ 市民的及び政治的権利に関する国際規約（自由権規約） 

第 14条 

１ すべての者は、裁判所の前に平等とする。すべての者は、その刑事上の罪の決定又は民事上の権利及

び義務の争いについての決定のため、法律で設置された、権限のある、独立の、かつ、公平な裁判所に

よる公正な公開審理を受ける権利を有する。（以下略） 

2～7 （略） 



 
 

 公共政策Ａ  

近年の日本における社会的課題の一つとして継続的に発生する詐欺被害があり、政府はこの問題へ

の対策を進めてきている。参考情報１～５を参照しつつ、以下の設問（1）、（2）、（3）に答えなさい。 

 

（1） 複数の参考情報のデータを比較し、日本の詐欺問題にどのような特徴が観察されるのかについ

て、具体的に三つ説明しなさい。 

 

（2） 詐欺問題への対策を考える上では、問題の構造的要因を考慮することもできる。一般に、政府

による公共政策が要請されるときは「市場の失敗」があると言われている。その要因としては、

例えば、公共財、自然独占、情報の非対称性、負の外部性が考えられるが、①まず、これら四つの

概念について、それぞれ適切な具体例を挙げつつその内容を説明しなさい。②次に、その四つの

うちいずれが、近年の日本の詐欺問題の特徴に最も関連すると考えられるかについて、その理由

とともに説明しなさい。 

 

（3） 詐欺問題に対応する政策手段としても、いくつかのアプローチが考えられる。以下の①、②、

③のアプローチについて、それぞれのメリットとデメリットを説明しなさい。 

① 詐欺被害の拡大を抑制するために、政府は規制をより強化する。 

② 政府が詐欺に関する注意喚起を含めた情報提供を積極的に行う。 

③ インターネット上での不特定多数の対象者への情報配信の多さが問題視されることがあり、

これに対して、「オプトイン方式」の情報提供設計を義務付ける。 
  



 
 

参考情報１．詐欺 認知件数・検挙件数・検挙率の推移 

 

 

（出典）法務省「令和３年版犯罪白書」（令和３年公表） 
 

 



 
 

参考情報２．特殊詐欺 認知件数・検挙件数・検挙率の推移 

 

 

（出典）法務省「令和３年版犯罪白書」（令和３年公表） 

  



 
 

参考情報３．特殊詐欺 検挙人員の推移 

 

 

（出典）法務省「令和３年版犯罪白書」（令和３年公表） 
 

  



 
 

参考情報４．特殊詐欺 認知件数・検挙件数の推移 

 

 



 
 

 

（出典）法務省「令和３年版犯罪白書」（令和３年公表） 



 
 

参考情報５．特殊詐欺の類型 

 

 

（出典）法務省「令和３年版犯罪白書」（令和３年公表）



1公共政策Ｂ1 

 

たばこの喫煙については、健康への悪影響等が指摘され、社会全体の医療費を増大させることも

広く知られている。その一方で、たばこ税から得られる税収は毎年、2 兆円前後の規模であり、重要

な税源となっている。 

たばこやたばこ税に関して、参考情報１～5を参照しつつ、以下の設問(1)～(5)に答えなさい。 

 

(1) 参考情報１に示したように、たばこにかかる税負担の度合いは、ほかの財・サービスにかかる

消費税率をはるかに上回っている。その理論的な理由として何が考えられるか説明しなさい。 

(2) 参考情報２に示したように、喫煙率はとりわけ男性を中心に明確な低下傾向を示しているが、

国・地方を合わせたたばこ税収は２兆円前後の規模でほぼ安定的に推移している。その理由とし

て何が考えられるか説明しなさい。 

(3) たばこ税は国・地方双方にとって重要な税源であり、これからも維持すべきだとする主張もあ

る。この主張の妥当性を検討するためには、どのような情報が必要になるか説明しなさい。 

(4) 喫煙者は非喫煙者に比べて疾病リスクが高いにもかかわらず、公的な医療保険の保険料率に差

はないことから、喫煙者の保険料率を高く設定すべきだという主張がある。この主張について、

理由や課題などを踏まえて論評しつつ、喫煙者の保険料率をどのように設定すべきか多角的に論

じなさい。 

(5) 人々の健康増進や社会全体の医療費削減のためには、たばこの税負担をもっと高く設定すべき

だという主張がある。この主張について、理由や課題などを踏まえて論評しつつ、その他の政策

の可能性も考慮して、たばこの税負担をどのように設定すべきか多角的に論じなさい。 

 

  



参考情報１．たばこの税負担内訳（紙たばこ 1箱 580 円商品の場合） 

 

項 目 税額（円） 価格に占める比率（％） 

国たばこ税 136.0 （23.5） 

地方たばこ税 152.4 （26.3） 

  都道府県たばこ税 21.4 （3.7） 

  市区町村たばこ税 131.0 （22.6） 

たばこ特別税 16.4 （2.8） 

消費税 52.7 （9.1） 

合 計 357.6 （61.7） 

（出典）JT「たばこ税の仕組み」 

 

参考情報２．喫煙率とたばこ税収の推移 

（注）★はたばこ増税、☆は消費税増税が実施された年である。 
（出典）財務省「たばこ税に関する資料」、厚生労働省「国民健康・栄養調査」（各年）  

 

  



参考情報３．世帯所得階級別に見た喫煙率（2018 年） 

（出典）厚生労働省「国民健康・栄養調査」（2018 年） 

 

参考情報 4．世帯収入階級別に見たたばこ支出が収入に占める比率（2022 年） 

（注）総世帯ベースである。 

（出典）総務省統計局「家計調査年報」（2022 年）  



参考情報 5．学歴別に見た喫煙率（2010 年） 

①男性 

②女性 

（注）データは、厚生労働省「国民生活基礎調査」（2010）に基づく。 

（出典）田淵貴大（2016）「日本における喫煙の学歴格差」厚生労働科学研究費補助金（循環器疾

患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業）『健康日本 21（第二次）の推進に関する研究 

平成 27 年度総括・分担研究報告書』 

 



 

思想・哲学Ａ、思想・哲学Ｂ、歴史学Ａ、歴史学Ｂ、文学・芸術Ａ、文学・芸術ＢはコースＢのの

問題です。 

コースＢを選択した場合は、これらの問題から、任意の２題を選択して解答してください。 



 思想・哲学Ａ  

 

 ある命題（言明）が「真」とされる場合、それがなぜ「真」と言えるのか、そもそも命題（言明）が

「真である」とはどういうことか、は重要な哲学の問いである。これに関する以下の設問(1)、(2)に答え

なさい。 

 

(1) 一般に「真」とされている命題（言明）の例を三つ挙げ、それぞれが「真」とされる根拠を述べな

さい。その際、できるだけ種類が異なると思われる例を選び、関連する哲学の議論にも触れなさい。な

お、特定の哲学者の名前を挙げる必要はない。 

(2) 上記(1)の解答を踏まえつつ、そもそも命題（言明）が「真である」とはどういうことか、あなたの

考えを述べなさい。 

  



 思想・哲学Ｂ  

 

 次の文章は、20 世紀後半に哲学者ジョン=ロールズが著し、学界の内外に大きな影響を与えた作品の日

本語訳である。次の文章を読んで、以下の設問(1)、(2)、(3)に答えなさい。 

 

 真理が思想の体系にとって第一の徳 (the first virtue) 〔=何はさておき実現される価値〕であるように、

正義は社会の諸制度がまずもって発揮すべき効能 (the first virtue) である。どれほど優美で無駄のない

理論であろうとも、もしそれが真理に反しているのなら、棄却し修正せねばならない。それと同じように、

どれだけ効率的でうまく編成されている法や制度であろうとも、もしそれらが正義に反するのであれば、

改革し撤廃せねばならない。すべての人びとは正義に基づいた〈不可侵なるもの〉を所持しており、社会

全体の福祉〔の実現という口実〕を持ち出したとしても、これを蹂躙することはできない。こうした理由

でもって、 一部の人が自由を喪失したとしても残りの人びとどうしでより大きな利益を分かち合えるな

らばその事態を正当とすることを、正義は認めない。少数の人びとに犠牲を強いることよりも多数の人び

とがより多くの量の利便性を享受できるほうを重視すること、これも正義が許容するところではない。し

たがって、正義にかなった社会においては、〈対等な市民としての暮らし〉(equal citizenship) を構成す

る諸自由はしっかりと確保されている。つまり正義が保証する諸権利は、政治的な交渉や社会的な利害計

算に左右されるものではない。 誤った理論を黙認するのが許される唯一の条件は、その理論よりも優れ

たものがない場合に限られる。同じように真理と正義との類比に従うならば、さらに大きな不正義を回避

することが必要である場合にのみ、そうした不正義を容認することができる。ともに人間の諸活動が達成

すべき最重要の徳・効能であるがゆえに、真理と正義は非妥協的な性質を有する。 

 

(1) 上記文章の内容を要約しなさい。 

(2) 上記文章の主題に関してロールズが提示した原理はよく知られている。その原理を簡潔に説明しな

さい。 

(3) 上記文章に記されたロールズの見解についてあなたはどう考えるか。現代社会の現実的問題にも関

連させつつ論じなさい。 

 

  

 
 
 
 
 

著作権の関係のため、掲載できません。 



 歴史学Ａ  

 

 歴史に対する向き合い方は、様々なものが考えられる。高等学校の世界史教育に携わっている小川幸司

は、近刊の著書『世界史とは何か』（2023 年）において、歴史研究を含む人々の「歴史実践」には、次の

Ａ～Ｆの六層構造があるという見解を述べている。 

 

Ａ 【歴史実証】問題設定にもとづき、諸種の史料の記述を検討（史料批判・照合・解釈）することに

より、「事実の探究」（確認・復元・推測）を行う。 

Ｂ 【歴史解釈】事実間の原因と結果のありよう（因果関係）やつながり（連関性・構造性）、そして

比較したときに浮かび上がるありよう（類似性・相違性）について、問題設定に関わる仮説を構築す

ることにより、「連関・構造の探究」を行う。 

Ｃ 【歴史批評】その歴史解釈にもとづき、より長い時間軸やより広い空間軸においてみたときの意義

や、現代の世界に対する意義について、「意味の探究」を行う。 

Ｄ 【歴史叙述】歴史解釈や歴史批評を論理的・効果的に表現する「叙述の探究」を行う。 

Ｅ 【歴史対話】以上の営みについて事実立脚性と論理整合性にもとづいて検証を重ね、特に歴史実証

の矛盾や歴史解釈の矛盾のうえに歴史批評や歴史叙述が行われていないか、歴史批評や歴史叙述のあ

りかたが歴史実証・歴史解釈を歪めていないかなどを、他者との協働によって考察することにより、

「検証の探究」を行う。 

Ｆ 【歴史創造】歴史を参照しながら、自分の生きている位置を見定め、自分の進むべき道を選択し、

自らが歴史主体として生きることにより、「行為の探究」を行う。 

 

 以上を踏まえ、以下の設問(1)、(2)に答えなさい。 

 

(1) 歴史上の事象を任意に選び、Ａ及びＢの観点に基づきながら具体的に説明しなさい。 

(2) 上記(1)で取り上げた歴史上の事象について、(1)の解答を前提とした上で、Ｄ、Ｅ、Ｆの観点にも留 

意しつつ、主としてＣの観点から論じなさい。 

 

  

 
 
 
 
 

著作権の関係のため、掲載できません。 



 歴史学Ｂ  

 

 16 世紀前半、国内において銀需要が高まった中国には、近隣の地域から銀が大量に流入するようにな

った。現代に続く世界の一体化（＝グローバル化）が始まった時代と言われる 16 世紀後半には、新たに

遠隔地からも銀が流入すると同時に、中国を中心とする東アジア世界で国際交易が活発に行われた。17

世紀半ばまで続いたこの現象に関連して、以下の設問(1)、(2)に答えなさい。 

 

(1) 16世紀前半～17世紀半ばに中国に銀が大量に流入した背景と、銀の流入が支えた東アジアにおける

国際交易の展開について、同時代の中国の国内事情、日本を含む東アジアや東南アジアの動向及び世界

の一体化の影響を踏まえて論じなさい。 

(2) 16 世紀後半に始まる「世界の一体化」以降に、銀と同じく国際商品として盛んに取引された任意の

品を1点選び、その品が国際商品となった背景と経緯及び世界史上の意義を述べなさい。 

 

 

  



 文学・芸術Ａ  

 

 次の文章は、森鷗外の小説『妄想』（明治 44 年）の一節である。作者森鷗外がモデルと思われる人物

の回想の形がとられているが、執筆当時、鷗外は陸軍軍医総監、陸軍省医務局長の職にあった。次の文章

を読んで、以下の設問(1)、(2)に答えなさい。 

 

 とかくする内に留学三年の期間が過ぎた。自分はまだ均勢
きんせい

を得ない物体の動揺を心の中
うち
に感じていなが

ら、何の師匠を求めるにも便りの好い、文化の国を去らなくてはならないことになった。生きた師匠ばか

りではない。相談相手になる書物も、遠く足を運ばずに大学の図書館に行けば大抵間に合う。又買って見

るにも注文してから何箇月目に来るなどという面倒は無い。そういう便利な国を去らなくてはならないこ

とになった。 

 故郷は恋しい。美しい、懐
なつ
かしい夢の国として故郷は恋しい。しかし自分の研究しなくてはならないこ

とになっている学術を真に研究するには、その学術の新しい田地を開墾して行くには、まだ種々
いろいろ

の要約の

闕
か
けている国に帰るのは残惜しい。敢

あえ
て「まだ」と云う。日本に長くいて日本を底から知り抜いたと云わ

れている独逸人某は、この要約は今闕けているばかりでなくて、永遠に東洋の天地には生じて来ないと宣

告した。東洋には自然科学を育てて行く雰囲気は無いのだと宣告した。果してそうなら、帝国大学も、伝

染病研究所も、永遠に欧羅巴
ヨオロツパ

の学術の結論だけを取り続
つ
ぐ場所たるに過ぎない筈

はず
である。こう云う判断

は、ロシアとの戦争の後
のち
に、欧羅巴の当り狂言になっていたTaifun

タ イ フ ン
*1なんぞにも現れている。しかし自分

は日本人を、そう絶望しなくてはならない程、無能な種族だとも思わないから、敢て「まだ」と云う。自

分は日本で結んだ学術の果実を欧羅巴へ輸出する時もいつかは来るだろうと、その時から思っていたので

ある。 

 自分はこの自然科学を育てる雰囲気のある、便利な国を跡に見て、夢の故郷へ旅立った。それは勿論
もちろん

立

たなくてはならなかったのではあるが、立たなくてはならないという義務の為めに立ったのでは無い。自

分の願望の秤
はかり
も、一方の皿に便利な国を載せて、一方の皿に夢の故郷を載せたとき、便利の皿を弔

つ
った

緒をそっと引く、白い、優しい手があったにも拘
かかわ
らず、慥

たし
かに夢の方へ傾いたのである。 

 シベリア鉄道はまだ全通していなかったので、印度洋を経て帰るのであった。一日行程の道を往復して

も、往
ゆ
きは長く、復

かえ
りは短く思われるものであるが、四五十日の旅行をしても、そういう感じがある。未

知の世界へ希望を懐
いだ
いて旅立った昔に比べて寂しく又早く思われた航海中、籐

と
の寝

ね
椅子
い す
に身を横えなが

ら、自分は行李
こうり
にどんなお土産を持って帰るかということを考えた。 

 自然科学の分科の上では、自分は結論だけを持って帰るのではない。将来発展すべき萌芽
ほうが
をも持ってい

る積りである。しかし帰って行く故郷には、その萌芽を育てる雰囲気が無い。少くも「まだ」無い。その

萌芽も徒らに枯れてしまいはすまいかと気遣
きづか
われる。そして自分は(Ａ)fatalistisch

フアタリスチツシユ
*2 な、鈍い、陰気な感

じに襲われた。 

（略） 

 自分は失望を以
もつ
て故郷の人に迎えられた。それは無理も無い。自分のような洋行帰りはこれまで例の無

 
 
 
 
 

著作権の関係のため、掲載できません。 



い事であったからである。これまでの洋行帰りは、希望に耀
かがや
く顔をして、行李の中から道具を出して、

何か新しい手品を取り立てて御覧に入れることになっていた。自分は丁度その反対の事をしたのである。 

 東京では都会改造の議論が盛んになっていて、アメリカのAとかBとかの何号町かにある、独逸人の謂
い

うWolkenkratzer
ヴオルケンクラツツエル

*3 のような家を建てたいと、ハイカラア連が云っていた。その時自分は「都会というも

のは、狭い地面に多く人が住むだけ人死
ひとじに

が多い、殊
こと
に子供が多く死ぬる、今まで横に並んでいた家を、竪

たて

に積み畳
かさ
ねるよりは、上水や下水でも改良するが好かろう」と云った。又建築に制裁を加えようとする委

員が出来ていて、東京の家の軒の高さを一定して、整然たる外観の美を成そうと云っていた。その時自分

は「そんな兵隊の並んだような町は美しくは無い、強
し
いて西洋風にしたいなら、寧

むし
ろ反対に軒の高さどこ

ろか、あらゆる建築の様式を一軒ずつ別にさせて、ヴェネチアの町のように参差
しんし
錯落*4 たる美観を造るよ

うにでも心掛けたら好かろう」と云った。 

 食物改良の議論もあった。米を食うことを廃
や
めて、沢山牛肉を食わせたいと云うのであった。その時自

分は「米も魚もひどく消化の好いものだから、日本人の食物は昔のままが好かろう、尤
もつと
も牧畜を盛んに

して、牛肉を食べるようにするのは勝手だ」と云った。 

 仮名遣
かなづかい

改良の議論もあって、コイスチョーワガナワ*5 というような事を書かせようとしていると、「い

やいや、Orthographie
オ ル ト グ ラ フ イ イ

*6 はどこの国にもある、やはりコヒステフワガナハの方が宜
よろ
しかろう」と云っ

た。 

 そんな風に、人の改良しようとしている、あらゆる方面に向って、自分は(Ｂ)本
もと
の杢阿

もくあ
弥
み
*7 説を唱え

た。そして保守党の仲間に逐
お
い込まれた。洋行帰りの保守主義者は、後には別な動機で流行し出したが、

元祖は自分であったかも知れない。 

 そこで学んで来た自然科学はどうしたか。帰った当座一年か二年はLaboratorium
ラ ボ ラ ト リ ウ ム

*8 に這入
は い
っていて、

ごつごつと馬鹿
ば か
正直に働いて、本の杢阿弥説に根拠を与えていた。正直に試験して見れば、何千年という

間満足に発展して来た日本人が、そんなに反理性的生活をしていよう筈はない。初から知れ切った事であ

る。 

 

（注） 

＊1 Taifun 主な登場人物の一人を日本人の医学生にした戯曲。作者はハンガリーの劇作家、レンゲール

（Melchior Lengyel、1880－1974）。鷗外は別の文章で黄禍論に基づく作としてこの戯曲を紹介し

ている。 

＊2 fatalistisch （独）宿命論的な。 

＊3 Wolkenkratzer （独）摩天楼。アメリカ式の高層建築。 

＊4 参差錯落 長短不揃いなものが入り混じっていること。 

＊5 コイスチョーワガナワ 壬生忠見「恋すてふわが名はまだき立ちにけり人しれずこそ思ひそめしか」

（「拾遺集」）の一部を表音式の仮名遣いで表記したもの。 

＊6 Orthographie （独）正字法、あるいは正書法。 

＊7 本の杢阿弥  「元の木阿弥」に同じ。 

 
 
 
 
 

著作権の関係のため、掲載できません。 



＊8 Laboratorium （独）実験室。 

 

(1) 上記文中の下線部(A)「fatalistischな、鈍い、陰気な感じ」とはどのようなものか、その意味すると

ころを説明しなさい。 

(2) 上記(1)の解答を踏まえた上で、主人公が上記文中の下線部(B)「本の杢阿弥説」を唱えるに至った理

由、さらにそれについてあなた自身はどのように考えるか、思うところを自由に述べなさい。 

  

著作権の関係のため、掲載できません。 



 文学・芸術Ｂ  

 

 近代美術史の代表的作品である図1、２、3について、以下の設問(1)、(2)に答えなさい。 

 

図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 図１、２、３について、それぞれ、画家名、様式的特徴、主題などの基本的情報を記しなさい。 

(2) 図１、２、３はいずれも、伝統に対し、新たな視点を打ち出した作品である。上記(1)の解答を踏ま

え、美術における既成の価値観の転換について自由に論じなさい。 

 
 
 
 
 

著作権の関係のため、掲載できません。 



コース別構成の詳細 

コース 問題構成 ページ 
コースＡ 

(政治・国際系) 
政治学、行政学、憲法、国際関係Ａ、国際関係Ｂ、
国際法、公共政策Ａ、公共政策Ｂから任意の 2題を
選択して解答 

1～21 

コースＢ 
(人文系) 

思想・哲学Ａ、思想・哲学Ｂ、歴史学Ａ、歴史学Ｂ、
文学・芸術Ａ、文学・芸術Ｂから任意の 2題を選択
して解答 

22～30 

 
１．解答方法 
上表のコース（コースＡ、コースＢ）のうちいずれか一つを任意に選択し（専

門（多肢選択式）試験で選択したコースと異なるコースを選択しても差し支え
ありません。）、選択したコースで指定する方法に従って任意の２題を選んで
解答してください。 

 
２．答案用紙の記入について 
問題番号欄には、以下の記入例を参考に、選択したコースと解答した問題の

別の二つを記入してください。  
○「コースＡ」を選択し、「政治学」を解答する場合の記入例  
 
  
 
○「コースＢ」を選択し、「思想・哲学Ａ」を解答する場合の記入例  
 
 
 
 

  

問 題 番 号  
 

問 題 番 号  
 


